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■今月の表紙
「IME2026（第35回国際MICEエキスポ）」

　（一社）日本コングレス・コンベンション・ビューロー
（JCCB）と日本政府観光局（JNTO）は、2026年2月12日
（木）10:30～ 18:00 、東京国際フォーラム（ホールB5
／ B7）で、「IME2026（第35回国際MICEエキスポ）」
を開催する。
　「IME」は、国際／国内会議、学会・大会、企業ミーテ
ィング、インセンティブ旅行等、具体的なMICE案件を保
有／検討している主催者（バイヤー）と、コンベンション推
進自治体、コンベンションビューロー及びMICE関連事業
者等（セラー）との有意義な商談機会を提供する場。わが
国のMICE国際競争力を強化し、日本全体のMICEビジ
ネスの拡大に寄与することを目的に開催される。
　会場は全国のコンベンションビューローやMICE関連事
業者等のセラーの出展ブースエリア（B7ホール）と、ステー
ジプログラムやフリー商談・休憩スペースを設置するB5ホ
ールの2会場で構成。
　12月にバイヤー登録が開始される「IME2026」では、
全国各地のMICE開催地の支援制度や補助金、またユニ
ークベニューの活用提案、会議前後のツアー企画など、
MICEをより魅力的かつ効果的に開催するための実践的な
情報や提案を効率的に収集できる。なお事前アポイント制
の商談会は、計15セッション（1セッション：20分の商談
+5分休憩）の商談枠が用意されており、ぜひ活用したい。
　このほか、今回もJNTO主催の国際会議誘致・開催貢
献賞表彰式を併催するとともに、著名人によるIME特別
講演も実施される。バイヤー登録および詳細は、公式ホー
ムページにて。https://www.ime2026.jp/


